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ぇiなJヽAt拭訂
声なき者たちの証~-

高
松
宮
記
念
ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ

ハ
ン
セ
ン
病
資
と
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
記
録

料
館
は
六
月
二
映
画
、
「
見
え
な
い
壁
を
越
え

十
五
日
で
開
館
て
」
ー
声
な
き
者
た
ち
の
証

四
周
年
を
迎
え
言
ー
の
上
映
会
が
六
月
二
十
二

た
。
毎
年
開
館
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
多
磨

記
念
日
に
は
、
全
生
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

新
聞
、
市
報
、
全
療
協
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
に
関
係
記
事
が
載
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
資
料
館
に
は

電
話
に
よ
る
問

い
合
せ
が
次
々

と
あ
っ
た
。
当

日
は
地
元
東
村

山
市
を
始
め
、

都
下
の
清
瀬
、

東
久
留
米
、
小

平
、
田
無
、
保

谷
、
東
大
和
、

小
金
井
、
調
布
、

日
野
、
多
摩
、

国
立
、
三
鷹
、

国
分
寺
、
町
田

な
ど
十
五
市
、

や
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
て
き

た
が
、
今
年
は

都
内
の
新
宿
、
中

野
、
板
橋
、
練
馬
、

足
立
、
千
代
田
、

世
田
谷
な
ど
九
区
、

隣
の
埼
玉
県
か
ら

は
所
沢
、
狭
山
、

朝
霞
、
入
間
、
志

木
、
新
座
、
旦
晶
、

浦
和
の
八
市
、
そ

の
他
、
横
浜
、
川

崎
、
伊
勢
原
、
平

塚
、
千
葉
、
松
戸
、

桐
生
、
御
殿
場
、

豊
中
の
九
市
と
山

梨
県
、
福
岡
県
な

ど
、
全
体
で
四
十
以
上
の
自
治

体
か
ら
五
百
人
以
上
の
人
が
集

ま
っ
た
。
会
場
は
車
イ
ス
、
立

ち
見
な
ど
も
あ
っ
て
ぎ
っ
し
り
、

入
り
切
れ
な
い
五
十
人
程
の
人

は
資
料
館
ビ
デ
オ
ホ
ー
ル
で
同

映
画
の
ビ
デ
オ
に
よ
る
鑑
賞
を

行
な
っ
た
。

映
画
上
映
に
先
立
ち
、
開
会

の
挨
拶
に
た
っ
た
成
田
運
営
委

員
長
は
「
こ
の
映
画
は
ハ
ン
セ

ン
病
の
歴
史
の
証
言
を
映
像
化

し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、

次
に
大
谷
資
料
館
館
長
・
藤
楓

協
会
理
事
長
は
「
こ
の
映
画
に

は
百
人
に
の
ぼ
る
人
が
証
言
し

て
い
る
。
ナ
チ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人

を
虐
殺
し
た
『
シ
ョ
ア
』
と
い

う
九
時
間
の
証
言
・
記
録
映
画
が

あ
る
が
、
こ
の
映
画
は
ハ
ン
セ
ン

病
の
シ
ョ
ア
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
中
山
監
督
は
幼
い
頃
か

ら
の
ハ
ン
セ
ン
病
と
の
関
わ
り
、

黒
髪
校
事
件
の
差
別
に
怒
り
を

覚
え
、
映
画
「
あ
つ
い
壁
L

を

作
っ
た
こ
と
。
予
防
法
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

「ど

う
し
て
も
こ
の
映
画
を
作
り
た

か
っ
た
」
と
述
べ
た
。
映
画
の

感
想
に
つ
い
て
は
二
面
参
照
。
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の
よ
う
に
同
じ
こ

と
を
く
り
返
し
て

し
ま
う
と
思
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の

今
後
の
生
き
方
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま

来か輩ん 大あ学くそハ時良んり来録 栄店ばジるがす衛る現 会
てらにどハ学りばしのン間かとまた映ほ養宣とヤ新生゜生感在す社
よきつ知ン生がせが患セがつうしか画ん士伝思 l法から審染‘ば員
かたれりセ とてた者ン短たにたいでと 墜いナがさい議症厚ら
つのらまン 2_1 ういいさ病く゜来゜がしう 4_9 まリつれ予会対生し 3_7
たでれせ病オごたごんに感二てほあたにオ しズ<‘防を策省いオ
゜すてんに ざだ苦達つぜ ゜す たムら人法傍のが上
今が八でつ女いき労のいら ば女 。もれ権廃聴新検映男
で‘人しい性ままの筆てれ后文＊目 ら性 ＾頑るが止し法討会性
も本でたて しし数舌‘ま、心、ゞこう〔し 岩張よ守のてのしで
こ当山゜ほ山たた々にまし い横 波らうら歴い公てし池
れに梨先と梨゜°‘尽たた‘シー参萎葵参 記浜 書ねにれ史ま衆いぢ袋

0 ~ 

きて忘し とてた本い過し＾
た‘れてこないが当事去 t.... 

ソ讀〗ンしい 主まら無病 知かか

いこてゆれりた‘に実に；〗り＇］塵」［門因ぢ；臼と合門醤塁贔可嘉
羞なば羞誓［誓嘉：誓喜塵冒乏千と切□？し tiI °戸；誓急翌塁嘉
くららと先た‘映ツつてと黍シ
感もなし‘
じ勉いて医 りををア

゜よ画クた'--こ汽貫■.I塁占ぶ文合 ；>i‘ 塁:門腐
ま強事‘療 深拝受とはば冒る5:'じ＼言1~...累鸞？ t:讐喜バ K五悶
｝こと予ド晶 ば誓［嘉危読黍参姦贄雪已持ハ勉先 決に人ン゜麿合

°ゆして事 のせしりしみ、冒棄斤迂口 flt~ 讐冑凸 ？芸9； 無と
疇疇録9

支ぢ誓闘盆｝こ旦彦〗映言羞 te 翠最 E 岱と、点篇篇ハ
なけとァ 0 

ヘ
'--で 黍 <9 か た保後 るそつ治苦ン

どれ考と真今＾ヘ-‘
のば＞を剣の シ

灸lc...訃画言 済゜障の 34行のたのしセ
又 黍多姿黍彩姿疇まんらを方オ動当人頃んン主

こ て子に教会乏ミ多娑黍多娑らだだいとで に然がかで病婦
とエゆ供差育 とさまと予い国女感でいら来患

がれだ思防うは性心はた救た者 38
わて問つ法話救 しあと済このオ
かい題てがが済東まるいにと方
りるがい廃あで村しがう立‘が所
まこ残ま止りは山た勇こちま長沢

゜

し
た
。
ー
略
ー

会
社
員

21
オ

男

性

志

木

当
事
者
の
生
の
声
を
伝
え
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
を
見
て

も
っ
と
直
接
、
当
事
者
の
方
に

お
会
い
し
て
お
話
が
聞
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
無
知

が
は
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

30
オ

豊

中

い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど

ん
な
病
気
に
な
る
か
わ
か
ら
な

い
。
ど
ん
な
障
害
を
持
つ
か
わ

か
ら
な
い
。
こ
の
社
会
に
は
そ

ん
な
想
像
力
が
欠
如
し
て
い
る

気
が
す
る
。
こ
の
作
品
を
見
て
、

そ
ん
な
思
い
を
深
く
し
た
。

そ
し
て
、
証
言
者
た
ち
の
II

こ

れ
は
ハ
ン
セ
ン
病
だ
け
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
“
と
い

う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
最
後
の
コ
ダ
マ
さ

ん
の
詩
の
力
強
い
こ
と
ー
．
感

動
し
た
。

会
社
員

31
オ
男
性
東
村
山

国
、
法
律
へ
の
不
信
感
が
増

大
し
た
。
今
ま
で
全
く
知
ら
な

か
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
々
に

対
す
る
人
権
無
視
の
扱
い
に
対

し
て
、
大
変
国
、
法
律
に
失
望

し
た
。
法
律
が
正
し
い
と
い
う

考
え
を
改
め
、
疑
い
を
持
っ
て

眺
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

科
学
で
証
明
さ
れ
る
事
実
が
正

義
で
あ
る
。
ー
略
ー

会
社
員

29
オ
女
性
国
分
寺

と
て
も
言
葉
で
は
言
い
表
せ

な
い
よ
う
な
侮
辱
が
あ
っ
た
こ

と
に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
知
ら
な
い
で
生

活
し
て
き
た
こ
と
を
恥
ず
か
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
機
会
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

-2-

68 



1997年7月1日 高松宮記念ハンセン病資料館 第 16号 （季刊）

長島療友ら26名が見学
一昔あnし写真展一

毎
年
各
療
養

所
を
ニ
カ
所
ず

つ
紹
介
し
て
い

る
写
真
展
、
今

年
は
五
月
一
日

よ
り
六
月
二
十

九
日
ま
で
、
資

料
館
研
修
展
示

室
で
「
松
丘
保

養

園

長

島

愛

生
園
昔
む
か
し

写
真
展
」
を
開

催
し
た
。

写
真
は
松
丘

が
大
雪
風
景
、

建
物
、
日
本
ら

い
学
会
、
保
育

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者

ら
の
人
権
を
守
り
、
医
療
、
福

祉
向
上
の
た
め
に
昭
和
四
十
八

年
よ
り
毎
年
、
各
地
で
総
会
を

開
き
、
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る

全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
所
在

市
町
村
連
絡
協
議
会
（
会
長
・

し見パぞど邑堂代園消子開な争ラ所
六ててネれ四久‘^‘防供拓ど‘ラ‘
月興判ル全十•占高初訓た者四盆物国
二味る化紙三長学島代練ち 81十踊資立
日を療しや点島講-^‘ ‘名三り‘移
にひ園て半だ大習園光養愛‘点‘看管
はいの飾折が橋‘長田豚生望‘勤護‘
三た歴らに‘開監‘-‘座ケ長労切養
泊゜史れ拡そ通房納と果公丘島奉替鶏
四 と‘大れな‘骨二樹演のは仕闘場旦.””"，4ヽ・ -可
I 

隋
在
市
町
討
漣
腿
協

賣
京
く
＾
年
度
●
会

ー

薔

沢

ー

細
淵
一
男
東
村
山
市
長
）
の
平

成
九
年
度
総
会
が
、
今
年
は
七

月
十
六
、
十
七
日
の
両
日
東
京

で
開
催
さ
れ
る
。

十
六
日
は
立
川
で
会
議
を
行

な
い
、
十
七
日
は
全
生
園
資
料

館
の
見
学
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

日
程
で
、
長
島
の
入
園
者
二
十

名
と
職
員
四
名
が
バ
ス
で
資
料

館
・
写
真
展
見
学
に
来
訪
、
三

日
は
資
料
館
で
四
十
年
、
五
十

年
前
の
写
真
に
「
あ
っ
、
こ
れ

は
K
さ
ん
だ
」
「
こ
れ
は
あ
ん

た
だ
よ
」
な
ど
と
昔
を
な
つ
か

し
ん
で
い
た
。
四
日
は
都
内
見

物
も
行
っ
た
。
な
お
来
年
は
、

栗
生
楽
泉
園
と
星
塚
敬
愛
園
の

写
真
展
を
予
定
し
て
い
る
。

映
画
の
ビ
デ
オ
完
成

記
録
映
画
「
見
え
な
い
壁
を

越
え
て
」
―
二

0
分

価

格

六

千
円
注
文
は
資
料
館
ま
で

昨
年
八
月
三
十
一
日
付
東
奥
っ
た
が
、
さ
ら
に
弘
前
大
学
医

日
報
（
青
森
）
夕
刊
に
掲
載
さ
学
部
長
、
学
会
庶
務
幹
事
に
抗

れ
た
日
本
ハ
ン
セ
ン
病
学
会
長
議
文
を
送
っ
て
即
刻
会
長
辞
任

高
屋
豪
螢
（
こ
う
や
・
ご
う
よ
を
求
め
た
。

う
）
・
弘
前
大
医
学
部
付
属
脳
五
月
二
十
二
日
、
弘
前
市
で

神
経
疾
患
研
究
施
設
教
授

(63

開
催
さ
れ
た
第
七
十
回
日
本
ハ

歳
）
の
投
書
「
ハ
ン
セ
ン
病
が
ン
セ
ン
病
学
会
で
は
、
成
田
稔

抱
え
る
問
題
点
」
が
紗
紗
仰
彫
彫
彫
彫
仰
庶
務
幹
事
名
で
謝
罪

文
を
出
す
と
と
も
に

高
屋
会
長
が
自
発
的

事
実
誤
認
の
上
「
ハ
〗
聾
任
鱈

喜
〗8岬
”
に
辞
任
し
た
こ
と
を

ン
セ
ン
病
の
差
別
を
修

助
長
す
る
」
と
批
判
紹

が
上
が
り
、
日
本
ハ
修
白
躙
総
”
二
元
表
し
た
。
幹
事
会

肌
で
は
高
屋
会
長
を
選

修
“

ン
セ
ン
病
学
会
幹
事
仰
倣
ク
拿

9
P況
席

会
が
異
例
の
警
告
文
紗
仰
S
仰
修
ょ
“
喜
ん
だ
責
任
を
と
り
現

を
送
っ
た
。
戸
虞
事
〗
五
"
/
[
[

籍”[

し
か
し
、
本
人
に
修
條
裂

仰
仰
S伯

は

反

省

の

意

思

が

な

ソ

‘

た

七

人

全

員

が

辞

任

＼
 

紗

喝

＼

く
、
さ
ら
に
毎
日
新
彫
紹
”
砂
箪
II
、
笠
を
し
て
し
ま
っ
た
。

聞
の
取
材
に
対
し
て
鰐
脅
長
”
〗
次
期
学
会
長
に
は

ぃ
]
汀
二
胃
怠
[
•
｛
に
い
に

た
L

「
あ
な
た
が
ら
紗
紗
紗
仰
仰
仰
仰
仰
長
）
が
決
ま
っ
た
が
、

い
患
者
な
ら
私
は
逃
げ
る
」
「
患
心
な
い
一
医
師
の
時
代
錯
誤
の

者
が
社
会
に
受
入
れ
ら
れ
る
は
妄
言
に
よ
る
各
方
面
へ
の
影
響

ず
が
な
い
」
と
、
時
代
逆
行
の
は
大
き
く
そ
の
責
任
は
重
大
で

発
言
を
行
な
い
謝
罪
を
拒
否
し
あ
る
。

て

い

た

。

日

本

ハ

ン

セ

ン

病

学

会

の

新

全
療
協
（
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
幹
事
が
速
や
か
に
決
ま
り
、
正

療
養
所
入
所
者
協
議
会
・
高
瀬
常
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ

重
二
郎
会
長
）
も
抗
議
文
を
送
て
い
る
。
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一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年

五
月
一
日
、
福
岡
県
三
猪
郡
久

間
田
村
に
生
ま
れ
た
。
伝
習
館

第
五
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
に
入
っ
た
。

卒
業
後
母
校
衛
生
学
教
室
に

お
い
て
緒
方
教
授
の
指
導
を
受

け
る
傍
ら
、
東
京
養
育
院
の
医

局
に
出
入
り
し
、
光
田
健
輔
と

方
教
授
の
推
薦
に
よ
り
九
州
療

養
所
医
長
兼
所
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

先駆者⑫

洞

一
九
二

0
(大
正
九
）
年
三

月
、
熊
本
県
技
師
を
任
ぜ
ら
れ

一
八
七
八

Sロ
ニ
〗

H 
正

親
交
を
結
ぶ
に
至
る
。

明
治
四
十
二
年
四
月
一
日
、
緒

四
月
九
日
（
水
）
は
全
生
園

の
観
桜
会
。
今
年
は
桜
の
開
花

が
例
年
よ
り
早
く
雨
に
も

た
た
ら
れ
た
が
、
幸
い
こ

の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

花
吹
雪
の
舞
う
中
資
料
館

駐
車
場
で
は
恒
例
の
演
芸

会
が
開
催
さ
れ
た
。

園
長
、
自
治
会
代
表
挨

拶
の
後
、
新
任
職
員
の
紹

介
、
各
不
自
由
者
セ
ン
タ

ー
コ
ー
ラ
ス
(
-
グ
ル
ー

プ
四
曲
）
、
民
謡
、
八
王

子
マ
ジ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の

シ
ョ
ウ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

模
擬
店
も
あ
り
、
普
段
部
屋

資
料
館
駐
車
場
で

困
図
＠
コ
ー
ラ
哀
含

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
各
セ
ン

タ
ー
の
方
た
ち
も
青
空
の
も
と

羽
を
伸
ば
し
午
後
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
だ
。

虞言宗智山派高僧が

ー母娘遍路像供養一
僧王動大新積館午式た式十宗
二院‘師勝院に前典四典五 大全
よ尚‘寺‘お中に月が周師生
三ど尾高‘成い ‘先十行年堂園
名の山幡川田て資立六わ記建真
‘高薬不崎山智料ち日れ念立言

御
詠
歌
連
、
全
生
園
大
師
講
の

信
者
な
ど
二
十
五
名
が
参
加
し

て
、
母
娘
遍
路
像
の
法
要
が
行

わ
れ
た
。

年
十
月
帰
朝
し
た
。

昭
和
八
年
七
月
二
十
七
日
、
創

立
二
十
五
周
年
記
今
穿
や
磁
秤
竺

一

十
五
年
勤
務
功
労
者
と
し
て
管

理
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。
同

八
年
七
月
二
十
七
日
熊
本
県
阿

蘇
郡
杖
立
温
泉
に
お
い
て
穿
孔

性
腹
膜
炎
に
て
急
逝
し
た
。
行

年
五
十
六
歳
。
勲
五
等
瑞
宝
章
。

今
今
9
今
9
今
9
今
／~
4
9
6
9
今
9

第

20回
夏
期
大
学

八
月
に
全
生
園
て
再
開

笹
川
記
念
保
健
協
力
財
団
の

後
援
を
得
て
毎
年
つ
づ
け
ら
れ

て
き
た
「
ハ
ン
セ
ン
病
医
学
講

座
・
夏
期
大
学
」
は
、
平
成
七

年
の
第
十
九
回
講
座
を
も
っ
て

閉
じ
ら
れ
る
と
案
じ
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
の
程
厚
生
省
事
業
と

し
て
国
立
感
染
症
研
究
所
ハ

ン

セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催

し
て
、
次
の
要
項
で
再
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

期
日
・
八
月
二
十
五
日
（
月
）

S
二
十
九
日
（
金
）

場
所
・
多
磨
全
生
園
研
修
棟
゜

二
十
七
日
は
資
料
館
見
学
と
入

所
者
の
話
を
聞
く
時
間
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

◎
あ
と
が
き

今
回
は
毎
号
載
せ
て
き
た
来

館
者
の
声
欄
を
休
ん
で
記
録
映

画
「
見
え
な
い
壁
を
越
え
て
」

の
感
想
文
を
載
せ
た
。

前
回
も
今
回
も
貴
重
な
意
見

が
沢
山
あ
り
選
択
に
迷
っ
た
。

見
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
fl

ビ
デ

ォ
“
を
ど
う
ぞ
I
.

（修）
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